

































































































































を “ 引き受ける ” しくみが地域に組み込まれている。
生のみの安全基準を求める復興とは，災害に対して
逆に弾力性と柔軟性を失わせ，社会を脆弱化するこ
とが透けて見えてくる。
　三陸沿岸は，しばしば陸の孤島と称されるように，
大都市圏からは周縁部にある。それらの地域は少子
化や高齢化など日本共通の課題を抱えており，いず
れ生じる問題が三〇年圧縮した形で早く到来したと
言われている。そうだとするならば，被災地の三陸
沿岸を地理的辺境と扱う開発論やコンパクトシティ
構想や行政効率などの論調を横目にして，危機とし
ての生を生き抜くための智慧が集積した文化的中心
とおくことで，主体性ある社会変容の形成基盤とみ
ることができるだろう。
